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今村復興大臣による外国プレス向け講演 

「東日本大震災からの復興」 

（２０１７年２月２２日１７：３０  

於：フォーリン・プレスセンター） 

１ 序 

復興大臣の今村雅弘です。 

 

大臣に就任して約７か月が経ちました。この間、東日本大震

災の被災地の首長や市民の皆様とお話しするとともに、復興

の現状を見てきました。 

 

震災直後から現在に至るまで１６０を超える国・地域や４０

を超える国際機関から様々な形で支援いただいていること

に大変感謝しています。最近でも各国の支援により震災関連

の芸術、スポーツ、料理等の様々なイベントが行われており、

被災者を勇気づけています。 

 

間もなく、東日本大震災から６年が経過します。 

 

今日お伝えしたいことは３つです。 

 

１つは、東日本大震災からの復興は着実に進んでいるという

こと。 

２つ目に、食品輸入規制解除のお願い。 

そして３つ目に、観光地としての東北地方のアピールです。 
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２ 復興の着実な進捗と震災の教訓の共有 

震災直後からの国を挙げての復興への取組みや、被災地のみ

なさんや自治体の努力、そして外国からの多くの支援の成果

により、復興は着実に進んでいます。 

 

被災地の学校、病院、道路等のインフラはほぼ復旧しており、

ピーク時に４７万人いた避難者数は、今では１３万人に減少

しています。被災者用の住宅は、２万戸の高台移転、３万戸

の災害公営住宅が、２０１９年３月までに、おおむね完成予

定です。 

 

津波被災地域である宮城と岩手の復興は、震災から１０年、

すなわち、２０２１年３月までに完成させることを目標とし

ていますが、これからは生業の復興を更に進めていきます。

私はこれまでも、被災地で元気に産業・生業の再生に取り組

んでいる多くの方々にお会いしました。岩手県洋野町の「株

式会社ひろの屋」は、北三陸産ウニを扱っていましたが、震

災で大きな被害を受けました。今、同社は、事業を再開し、

海外への販売も行っています。宮城県南三陸町では、被災後

に商店の皆さんが「さんさん商店街」という仮設商店街を作

って頑張っていました。この度、かさ上げ工事が終わり、来

月には本設の商店街ができます。復興の象徴となるでしょう。 
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さらに、震災前には無かった、新たな経済発展も見られます。

宮城県の大衡村では、トヨタ自動車東日本が、復興特区制度

を利用して工場の設備投資を実施し、工場での１６００名の

従業員に加え、関連企業で２０００名もの雇用が生まれるな

ど、東北地方の太平洋側が自動車産業の集積地になりつつあ

ります。また、東北地方の港湾は、北極海航路へのアクセス

が良く、同航路の利用拡大に伴い日本の物流拠点の 1 つにな

っていくでしょう。 

 

被災地を訪れるたび、大きな災害だったんだということを思

い知らされます。しかし日本は、自然災害を克服しながら生

きてきた国です。日本は防災・減災・復興に関する知見を蓄

積していますので、国際社会と共有していきたいと考えてい

ます。２年前には仙台で国連防災会議を開催しました。国連

で「世界津波の日」を制定するイニシアティブをとったのも、

日本の経験が各国の皆さんに理解され、各国の政策において

防災・減災の優先度が高くなることを目指したものです。 

 

３ 福島の復興 

次に、皆さんの関心が高いと思われる福島の状況についてお

話しますが、まずは福島県の全体像に触れたいと思います。 
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お配りしたパンフレットもあとでお読みください。英語や中

国語版や韓国語版もあります。 

 

福島県の県面積は１３，０００㎢以上、日本で３番目に大き

な県であり、例えばカタールの国土よりも広いです。このう

ち、原発事故による避難指示が出ているのは５％のみです。

残りの９５％では通常の生活が行われています。 

 

これらの９５％の県内各地の空間放射線率は、世界の主要都

市のものと比べても大差なく、むしろ低いところもあります。 

 

また、福島第一原発から８０ｋｍ圏内の空間放射線量は、２

０１１年１１月と比べて約７１％減少しています。 

 

これまでも放射線量の減少と生活環境・インフラの整備に伴

い、避難指示を解除してきましたが、特に放射線量の高い「帰

還困難区域」以外のほとんどの地域においては、この春まで

に避難指示を解除することを目指しています。 

 

残る帰還困難区域についても、今後、居住可能な「特定復興

再生拠点」を整備することとしています。 
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このようにして、今は立ち入れない場所でも、除染と必要な

インフラの整備を進め、ふるさとに帰りたい被災者の思いを

実現していきたいと思います。 

 

さらに、福島第一原発の廃炉作業を着実に進めていくと共に、

沿岸部には、「福島イノベーション・コースト構想」によっ

て、革新的技術の研究開発拠点の設置を進めていきます。震

災前にはなかった新しい産業が生まれることを期待してい

ます。たとえば、既に「楢葉遠隔技術開発センター」が楢葉

町で本格運用を開始しています。富岡町には「廃炉国際共同

研究センター国際共同研究棟」が来月完成予定、南相馬市・

浪江町にはロボット開発・実証拠点が整備されます。また、

再生可能エネルギーの研究のため、浮体式洋上ウインドファ

ームの実証研究が福島県沖で行われています。 

 

４ 食の安全 

さて、ここからは私から、外国のみなさんに対するお願いで

す。 

 

福島第一原発事故の影響で、日本産の農林水産物に輸入規制

が課されました。その後、現在までに２１か国が規制撤廃し、

また、多くの国・地域が規制を大幅に緩和しました。 
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日本は科学的根拠により設定された世界で最も厳しいレベ

ルの基準値に基づく放射性物質検査を行っており、この検査

を通過した食品のみが市場に流通しています。当然ながら、

輸出される食品も同じ検査を経ています。 

 

日本の基準は、一般食品１ｋｇあたり１００ベクレル以上の

放射性物質が含まれていれば、流通させてはならないという

ものです。これは、EU やアメリカ、国際的な標準と言えるコ

ーデックス（CODEX）に比べて大変厳しい基準であり、世界

で最も厳しいレベルと言えます。飲料水、牛乳、乳児用の食

品については、もっと厳しい基準を使っています。 

 

昨年、福島県産の米、野菜・果実、畜産物、栽培きのこ、海

産物からは、基準値を超えたものは検出されませんでした。

福島県においては、米はサンプル検査ではなく全ての米袋を

検査しており、２０１５年、２０１６年ともに、基準値を超

過したものはありません。福島県近海の海産物についても検

査しており、２０１５年４月以降、基準値を超えるものはあ

りません。 

 

こうした食品検査については、IAEA や FAO といった国際機
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関からも適切であるとの評価を得ています。 

 

水について心配する声も聞かれますが、２０１１年下旬以降、

福島第一原発周辺海域の海水の放射性セシウムの基準値は、

WHO 飲料水水質ガイドラインである１リットルあたり１０

ベクレルより十分に低い状態が継続しており、IAEA も公衆

の安全は確保されていると評価しています。 

 

このように、国際的に非常に厳しい放射性物質検査を経て市

場に流通する日本産の農林水産物の輸入を規制することは、

非合理的であると理解いただけるでしょう。各国・地域の当

局には、このような科学的・客観的事実を見ていただきたい

と思います。 

 

福島県は、日本の中でも古くから特においしい農産物の宝庫

として定評があるところであり、米やモモ等、優れたものを

産み出します。 

 

そんな中、若い方々も福島の農業の再生に取り組んでいます。 

 

昨年９月、復興庁の支援も受けて、フード・ファンクラブ「チ

ームふくしまプライド。」が発足しました。「チームふくしま

プライド。」の会員になった消費者は、ウェブサイトから福

島県産の果物、お米、日本酒、加工品などの商品を購入した

り、農業ツアーに参加したり、Facebook を通じて農家と交
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流することができます。 

 

この「チームふくしまプライド。」には、多くの若手の農業

経営者が参加して、様々な新しい試みをしています。 

 

例えば、大きくて高い糖度の果物や、昨年の G7 伊勢志摩サ

ミットの贈呈品にも選ばれたりんごジュースを生産してい

る大野農園を経営する大野 栄峰
よ し た か

さんは、農業生産の傍ら農

園ビアガーデンなどのフルーツとツーリズムを組み合わせ

た取組を行っているほか、農業のイメージを若い世代に親し

みやすくし、次世代の農業従事者の育成にも貢献しています。

また、震災後に「人と種を繋ぐ会津伝統野菜」を設立した長

谷川純一さんは、江戸時代から４００年間伝えられる在来種、

固定種の会津伝統野菜を無農薬栽培しています。 

 

このような福島の新しい農業を、外国の皆さんにも楽しんで

いただきたいと思います。 

 

５ 東北訪問の促進 

最後に、外国の方々に、ぜひ東北を訪問してほしいというお

願いです。 

 

東北は、四季を通じ、訪れた人々に多様な驚きと発見を提供

してくれます。自然が好きな方にとっても、歴史が好きな方

にとっても、グルメな方にとっても、それぞれの魅力に満ち
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た地域です。 

 

宮城県沖の松島は、２６０の島から成り、日本三景、日本で

最も美しい景色の１つとされています。島々の向こうから上

ってくる朝日や、月の輝く夜の海の美しさは、一生の思い出

になるでしょう。岩手県の猊鼻渓では１００ｍの断崖絶壁の

間をボートで走ることもできますし、宮城県と山形県の境に

ある蔵王では樹氷も見られます。もちろん、桜も新緑も紅葉

もきれいで、温泉もあり、一年を通じて美しい自然が楽しめ

ます。江戸時代の俳人松尾芭蕉も、東北を旅してたくさんの

優れた俳句を残しました。 

 

こうした貴重な自然景観は、時には大きな脅威をもたらす地

球の活動により、長い時間をかけて形成されてきました。 

 

青森県、岩手県、宮城県にまたがる三陸地域や福島県の磐梯

山は、科学的に貴重な地形・地質として日本ジオパークに認

定されています。これらのジオパークでは、我々が生きてい

るこの地球の変動の歴史や自然と地域文化のつながりを学

べるほか、美しい自然を十分に堪能することができます。 

 

また、東北地方には多くの歴史遺産があります。 
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岩手県の北部、御所
ご し ょ

野
の

縄文公園では、４０００～４５００

年前の縄文人の集落拠点を見ることができます。より近い時

代の歴史に興味があれば、世界遺産にも登録されている岩手

県の平泉で、１１世紀から１２世紀に栄えた貴族の仏教的死

生観に触れることができます。江戸時代に興味があれば、福

島県の大内宿で３００年前の街並みを歩いたり、会津若松で

１９世紀後半の、明治維新に至る内戦の遺跡を訪れるのも興

味深いと思います。また、東北にはいたるところで伝統的な

集落と里山が広がっており「日本の原風景」に触れることも

できるでしょう。 

 

さらに、東北地方の沿岸部ではおいしい水産物が取れ、野菜

や果物、山菜も豊かで、料理には独特のおいしさがあります。

日本酒でも有名で、品評会で多くの賞を取っています。 

 

ぜひ、もっと多くの外国の人たちに、このように様々な魅力

のある東北地方を訪れていただきたいと思います。そして、

これは被災地の復興を更に後押しするものです。東北の人々

は、外国人のみなさんをお迎えすること、そして、支援して

いただいた皆さんに「ありがとう」と伝えることを楽しみに

しています。訪問された際は、言語の壁を気にせずにあたた

かく歓迎されるでしょう。外国人の方々向けの案内やサービ

スも充実させてまいりましたので、安心してお越しください。 
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２０１９年にはラグビー・ワールドカップが日本で開催され、

岩手県釜石市も会場の１つとなっています。２０２０年には

東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。

これを「復興五輪」として、復興を成し遂げつつある被災地

の姿を世界に発信するとともに、復興を後押しする絶好の機

会と位置付けています。 

 

オリンピック・パラリンピックに参加・観戦のために訪日さ

れるアスリートやプレス関係者、要人や観光客の方々には、

その機会に東北地方を訪問し、被災前よりもさらに強靭で豊

かで魅力的になった、ビルド・バック・ベターと呼んでいま

すが、そのような復興した姿を見ていただきたいと思います。 

 

皆さんも良く御存じのオリンピック体操金メダリストの内

村航平氏にも、「復興応援大使」として、イベントへの参加

や広報媒体への出演を通じ、被災地の応援をしていただいて

います。 

 

皆さんの報道を通じて、各国の皆さんが東北の食や魅力に触

れたくなるように感じていただければ、今日の講演の目的は

果たせたことになります。 

 

本日はご清聴ありがとうございました。（了） 


